
 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、一時は新型コロナウィルス感染の広がりも小康状態を迎えたかと思われました

が、年末からオミクロン株の市中感染が起こり、新規感染者数が急拡大しています。これ

に伴い、再開し始めた地域の催しが、また休止せざるを得なくなったり、地域ケアプラザ

のような公共施設の利用制限が出るようになったりしています。 

１月４日から各部屋の利用人数上限を定員の 100％に戻したケアプラザも、21 日から

昨年までと同様に定員の 50％、館内の飲食禁止となっています。 

12 月 25 日に再開した地区社協主催の『カフェ・ドリーム』も、今後の再々開の目途

は立っていません。2 月の『ほっとみるく』も中止となりました。下の＜2 月の予定＞に

掲げた催しの中にも、直前に中止となる場合もあることをご承知おきください。 
 

 

 

 

＜２月の予定＞ 
日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ 
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10：00～17：00 

 

 

 

 
 

13:30 西洗・港南

プラザ自治会館 

 

 

10：00 ケアプラザ 

 

 

 

10：00～17：00 
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毎週日曜日 

9:30 ～ 11:45

地域ケアプラザ 

 

 

 

13:30 

ケアプラザ 

 

 
 

10：00～17：00 

 

 

 

10:0０日限山地

域ケアプラザ 

 

 

 

 

10：00 ケアプラザ 

 

 

 

10：00～17：00 
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第 2・4 日曜日 
13：30～16：00 

地域ケアプラザ 

 

 

13:30 西洗・港南プ

ラザ自治会館 

 

 
 

 

10：00～17：00 

 

 

 

10：00 日限山地

域ケアプラザ 

 

 

 

10：00 ケアプラザ 

 

10：00～17：00 
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15：00 日限山 

地域ケアプラザ 

 

 

 

 

10：00 日限山

地域ケアプラザ 

 

 
 

10：00～17：00 

 

 

 

毎週月・水・木 
15:00～16:30 地

域ケアプラザ 

 

 

 

13:30 西洗・港

南プラザ自治会

館 

 

 

10:00 ケアプラザ 

 

 

 

10：00～17：00 

 

27 28 ※「さわやか港南」は毎月 4 の日に日限地蔵で「日限茶屋」を開いて 

います。 

※NPO「総ぐるみ福祉の会」では西洗バス停近くの「こぶし」で、２月 

は、15 日(火)、22 日(火)10：00～1４：00 に「カフェこぶし」を 

開いています。 
 

 

 

 

13:30 

ケアプラザ 

２０２2 年２月１日 

ひぎり地区社会福祉協議会 

発行人 利根川 和代 
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今月のあいさつデーは１4 日

ぴよぴよ 

スペース 
サロットひぎり 子育てひろば 

サロットひぎり 
にこにこひろば 

ぐんぐんひろば 

サロットひぎり 

サロットひぎり 子育てひろば まな VIVA！ 

3 丁目の夕日 

ぐんぐん 

ひろば 

3 丁目の夕日 

オトナの学習

ルーム 

サロットひぎり 

子育てひろば 

宿題ルーム 

ゆらり 

ゆらり サロットひぎり 

シニア健康 

教室 

サロットひぎり 

子育てひろば サロットひぎり 



 

 

 

 

 

 「民生委員」という地域で活動しているボランティアについて、聞いたことはあっても、

このひぎり地区で、どういう方たちが「民生委員」として、どのような活動を実際にしてい

るのか、あまりご存じない方が多いのではないでしょうか。こういう新聞広告やポスターを

ご覧になったことはありませんか？「隣の席のともだちは

学級委員、隣の家のお父さんは民生委員。」最近ではテレビ、

ラジオで AC ジャパンの CM も流れるようになりました。

「クラスに学級委員がいるように、地域には民生委員がい

ます。全国の市区町村に約 23 万人。ボランティアとして

活動しています。困りごと、心配ごとなど、誰に頼ればい

いか分からないとき、気軽にご相談ください。」 

 1 月 8 日に日限山 1 丁目～4 丁目の全戸に「高齢者・子

育て世帯の実態調査」が投函されたと思います。民生委員・

児童委員の今後の活動に必要な実態把握をするためのもの

です。日々の生活に不安や心配ごとを抱える一人暮らしの

高齢者、困ったとき手助けしてくれる知り合いが近くにい

ない子育て世代の方々にとって、何かのときに相談できる

身近な存在が「民生委員・児童委員」だといえます。ひぎり

地区では 11 人の「民生委員・児童委員」(うち２人は「主任児童委員」)が活動しています。 

 「民生委員・児童委員」は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、各自治

会から推薦され、ボランティアとして活動しています。担当するエリアで、介護や子育てな

ど福祉に関する住民の相談に応じ、行政などへの「つなぎ役」としての役割を果たしていま

す。例えば、「一人暮らしの高齢者世帯、障がい者が家族にいる世帯などへの訪問、見守り」

「地域の高齢者・子育てサロン、食事会などの運営協力」「行政からの調査への協力」等。 

 「主任児童委員」は、民生委員・児童委員の中にあって、特に児童福祉に関することを専

門に担当します。子ども、子育て支援活動の推進役として、例えば、「子育てサロンの運営・

協力」「学校と連携した子どもの見守り」「赤ちゃん教室への協力」「児童虐待の早期発見に向

けた見守りや啓発」「地域の子育て世帯や子育てグループへの情報提供」等を行っています。 

 

 

 全国の自治体には「地域包括支援センター」が置かれていますが、横浜市で

は地域ケアプラザの中にあります。ひぎり地区では、日限山地域ケアプラザが

できる前の芙蓉苑時代から、琴寄理雄さんがその主任ケアマネージャーを務

めていましたが、この度定年を迎え、後任として鈴木俊雄さんに交代すること

になりました。琴寄さん、お疲れさまでした。鈴木さん、どうぞよろしく！ 

 
 

 

コロナ禍の２年間、ひぎり地区社協では、令和２年度末に「書面」理事会を一度開いただ

けで、予定していた定例の理事会の中止を余儀なくされてきました。 

 １月 22 日(土)に、約 2 年ぶりに地区社協理事会を「わが

街ひぎり・いきいき幸せプランについて」というテーマで開

催いたしました。自治会を代表して出席いただいた若い理事

の方々から「子育て世代が気軽に参加でき、情報交換や困り

ごとの相談ができる場があるとよい」「20 代～40 代の若い

世代だけのワークショップを開いて、その中から楽しいイベ

ントの企画が出るようにできないだろうか」などの、ひぎり

の未来につながる意見が出ました。 

 

※1 月号で No.81 としておりましたが、No.82 の誤りでした。お詫びして訂正いたします。 

民生委員・児童委員はまちの身近な相談相手！ 


